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 1 開会点鐘

 2 ロータリーソング「奉仕の理想」

 3 四つのテスト　藤橋進一郎職業奉仕委員長

 4 お客様の紹介と会長挨拶　野地利雄会長

  　本日のお客様

　　　　（財）白虎隊博物館　理事長

　　　　　　　早川　廣中　様

 5 ゲストスピーチ

　　　　（財）白虎隊博物館　理事長

　　　　　　　早川　廣中　様

 6 各委員会報告

　　　ロータリー財団  スマイリング  出席委員会

 7 閉会点鐘

　皆さん、こんにちは。本日は、昨

年より発足しました、ロータリー人

材バンクより、大変すばらしいゲス

トをお招きしております。白虎隊

記念館理事長を勤められておりま

す、早川廣中先生によります「戊辰

戦争及び白虎隊のエピソード」等

のスピーチをリクエストさせていただきました。ご成

長の程、お願い申し上げます。近代日本建設に欠かせ

■会員/76名　■出席/49名　■出席率/64.47%　■メークアップ/27名　■修正率/100%

週間ロータリーレポート　NO. 43

第43回例会 平成18年5月24日（水）
　　　　　　 サンパレス福島

軍家継の顧問役を勤めました。将軍家とそのような関

係から、保科正之は「徳川家のために尽くすように」とい

う内容の家訓を残しており、それがために、幕末になっ

てから9代藩主容保は京都守護職に就いたというわけで

す。司馬遼太郎の『王城の護衛者』には、松平容保、大村

益次郎と共に｢人斬り以蔵｣として恐れられた岡田以蔵

も登場しますが、民主党の代議士に言わせると、小沢一

郎氏がまさに岡田以蔵のような存在だということです。

時代の変わり目には、そういう役者がいなければならな

いということでしょうか。以上、幕末の会津藩につい

てお話申し上げましたが、実は政治・経済の話も得意と

しておりますので次回、是非、お話する機会を作ってい

ただければと思います。本日はありがとうございまし

た。

本日のプログラム

会 長 挨 拶 野地　利雄会長

6月 3 日（土） ソフトボール部会練習試合
 （荒川グランド）
 （サンパレス福島　午後3時～）
6月11日（日） 第7回福島南RCゴルフコンペ（民報コース）
 （シンガポール・マレーシア）
6月14日（水） 委員会活動報告②
 福島成蹊高校IAC例会
6月21日（水） 新旧委員会歓送迎会（観山壮）

今月・来月のプログラム

ない大いなる歴史舞台に立つ、先人の方々の思いを偲び

つつ、また新たなる思いを見つけたいと思います。皆

さんにご協力頂き、時間を多少多めにとらせて頂きまし

た。 さて、5月18日（木）には、21RCの5周年記念式典

及び祝賀会に当クラブより30名程の会員の皆さんが出

席され、サンパレスにおいて盛大に開催されました。

南ロータリークラブがスポンサークラブにて発足し、5

年間数々の他に類のない奉仕活動実績を積んでいらっ

しゃいました、21RCの皆さんに来賓の方々より、賞賛

の祝辞が述べられました。私たちクラブの先輩の皆さ

んの努力の実った結果であり、本当に喜ばしい限りであ

ります。また、当クラブに対し、記念品、感謝状を頂いて

まいりました。事務局にてご覧下さい。5月21日（日）

は、佐原元パストガバナーのいらっしゃいます、喜多方

RCの50周年記念式典及び祝賀会に黒羽幹事、金子、浅

倉、林会員、5名にて出席いたしました。県内郡山、福島、

平、会津若松RCに次ぐ5番目のクラブとして発足したそ

うです。歴史と伝統の蔵の町らしく、大変地域に根付

いた奉仕活動をされていました。また、大変多くの各

地パスト会長、クラブが出席され花を添えていました。

私たち、南RCも40・50周年と継続し、周年式典には、や

はり各地の多くのロータリアンの祝福を頂けるクラブ

とし、会員の一員として活動することが肝要かと感じて

まいりました。両クラブとも、今後の活動をご期待申

し上げするものであります。

　私たちが使っている「幕末」とい

う言葉が、具体的にどこからのこ

とを指しているのかは極めてあい

まいですが、今はマスコミ等も、ペ

リー艦隊が開国を迫ったあたりか

らを指すことで意見が一致してい

るようです。幕末にはいろいろ有名人が登場しますが、

白虎隊で有名な会津藩も、松平容保以下7～8人『図説・

幕末志士199』に載っていますが、ご存知の通り、松平容

保は京都守護職として京都に乗り込みながら、最後は家

来全員をおいて徳川慶善と一緒に江戸に戻ってしまう

という、軍略史上まれに見るような話を残しています。

一方、討幕軍側でいちばんの戦略家は、長州藩の大村益

次郎です。彼は元々は医者でしたが、西郷隆盛によっ

て江戸攻めの総大将に任命されました。益次郎は討幕

軍の勝利を確信した上で、上野で彰義隊を取り囲んだと

き、裏側に逃げ道を残して大勢の人を逃がしましたが、

これは実は幕府の残党を会津に追い込むために考えた

作戦だったのです。近い将来、九州と東北で武士によ

る反乱が起こることを予感し、幕府側の残党を会津に

追い込んで東北を徹底的にたたき、将来的に反乱が起こ

るのを防ごうとしたのです。その結果、東北では自由

民権運動は起こっても、反政府運動は起こりませんでし

た。さて、会津藩の初代藩主は2代将軍秀忠が女中に産

ませた子供でしたが、奥方に知られないように長野県高

遠の保科家に預けられました。成人して保科正之となっ

てからは、3代将軍の家光に江戸城に呼び寄せられ、数々

の事業を家光と共に成し遂げ、また家光の死後は4代将

ゲ ス ト ス ピ ー チ
白虎隊博物館 理事長　早川　廣中 氏

春 の 叙 勲
小宅　厚会員が【瑞宝小綬章】を受章されました。
おめでとうございます！


